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 +3V電源、16ビット

シングルエンド　アナログ入出力

ステレオ･オーディオ･コーデック

PDSJ-1436

特　長
● 16ビット∆ΣADC + DAC
● サンプリング･レート：48kHz(最大)

● システム･クロック：256/384/512fs

● ステレオADC部
シングルエンド電圧入力
高性能
THD + N：0.006％(標準)
ダイナミック･レンジ：89dB(標準)
S/N比：89dB(標準)
64倍デシメーション･デジタルフィルタ
阻止帯域減衰量：65dB
アンチ･エリアシングフィルタ内蔵

● ステレオDAC部
同位相アナログ電圧出力
高性能
THD + N：0.006％(標準)
ダイナミック･レンジ：93dB(標準)
S/N比：93dB(標準)
8倍オーバー･サンプリング･デジタルフィルタ
阻止帯域減衰量：35dB
2次アナログ･ローパスフィルタ内蔵

● マルチファンクション
16ビットPCMオーディオ･インターフェース
デジタル･ディエンファシス
ADC/DAC独立制御パワーダウン

● 単一 +3V電源動作

● パッケージ：24ピンTSSOP

概　要
PCM3006は、ローコスト、高性能なステレオ･オーディ
オ･コーデック（ADC+DAC）です。PCM3006のアナログ信
号入出力は、ともにシングルエンド入出力となっており、
前後のアナログ回路が簡単な構成で設計できるため、大変
使いやすくなっています。PCM3006はハードウェア(パラ
レルポート)制御によるADC部/DAC部独立パワーダウン制
御、ディエンファシス制御などの機能を持ち、単一+3V電
源動作のため、MD等のデジタル･オーディオ･アプリケー
ション、DVC（デジタル･ビデオカメラ）等のポータブル･ア
プリケーションに幅広く使用できます。また、高性能、低
コストで、デジタル･オーディオ･アプリケーションに最適
です。
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このデータシートに記載されている情報は、信頼しうるものと考えておりますが、不正確な情報や記載漏れ等に関して弊社は責任を負うものではありません。情
報の使用について弊社は責任を負えませんので、各ユーザーの責任において御使用下さい。価格や仕様は予告なしに変更される場合がありますのでご了承下さい。
ここに記載されているいかなる回路についても工業所有権その他の権利またはその実施権を付与したり承諾したりするものではありません。弊社は弊社製品を生
命維持に関する機器またはシステムに使用することを承認しまたは保証するものではありません。

仕様
特に記述のない限り、TA = +25℃、VDD = VCC = 3.0V、fS = 44.1kHz、SYSCK = 384fS、16ビット･データです。

PCM3006T

パラメータ 条件 最小 標準 最大 単位

デジタル入力/出力
入力ロジック
入力ロジックレベル V

IH
(1)(2) 0.7V

DD
VDC

V
IL

(1)(2) 0.3V
DD

VDC
入力ロジック電流 I

IN
(2) ±1 µA

入力ロジック電流 I
IN

(1) 100 µA

出力ロジック
出力ロジックレベル V

OH
(3) I

OUT
 = –1mA V

DD
 –0.3 VDC

V
OL

(3) I
OUT

 = +1mA 0.3 VDC

クロック周波数
サンプリング周波数 f

S
32.0 44.1 48.0 kHz

システム･クロック周波数 256f
S

8.1920 11.2896 12.2880 MHz
384f

S
12.2880 16.9344 18.4320 MHz

512f
S

16.3840 22.5792 24.5760 MHz

ADC特性

分解能 16 Bits

DC精度
ゲイン･ミスマッチ、チャンネル間 ±1.0 ±3.0 % of FSR
ゲイン誤差 ±2.0 ±5.0 % of FSR
ゲイン･ドリフト ±20 ppm of FSR/℃

ダイナミック特性(4)

THD + N V
IN

 = –0.5dB 0.006 0.015 %
V

IN
 = –60dB 5.0 %

ダイナミック･レンジ Aウェイト 84 89 dB
S/N比 Aウェイト 84 89 dB
チャンネル･セパレーション 82 86 dB

アナログ入力
入力電圧 0.6VCC Vp-p
センター電圧 0.5VCC V
入力インピーダンス 30 kΩ
アンチ･エリアシングフィルタ周波数応答 –3dB 150 kHz

デジタルフィルタ特性
パスバンド 0.454fS Hz
ストップバンド 0.583fS Hz
パスバンド･リップル ±0.05 dB
ストップバンド･アッテネーション –65 dB
遅延時間 17.4/fS sec
LCF周波数応答 –3dB 0.019fS mHz
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仕様（続き）
特に記述のない限り、TA = +25℃、VDD = VCC = 3.0V、fS = 44.1kHz、SYSCK = 384fS、16ビット･データです。

PCM3006T

パラメータ 条件 最小 標準 最大 単位

DAC特性

分解能 16 Bits

DC精度
ゲイン･ミスマッチ、チャンネル間 ±1.0 ±3.0 % of FSR
ゲイン誤差 ±1.0 ±5.0 % of FSR
ゲイン･ドリフト ±20 ppm of FSR/℃
バイポーラ･ゼロ誤差 ±2.5 % of FSR
バイポーラ･ゼロ･ドリフト ±20 ppm of FSR/℃

ダイナミック特性(5)

THD + N V
OUT

 = 0dB (FS) 0.006 0.015 %
V

OUT
 = –60dB 3.0 %

ダイナミック･レンジ EIAJ、Aウェイト 86 93 dB
S/N比 EIAJ、Aウェイト 86 93 dB
チャンネル･セパレーション 84 90 dB

アナログ出力
出力電圧 0.6V

CC
Vp-p

センター電圧 0.5V
CC

V
負荷インピーダンス ACカップリング 10 kΩ
LPF周波数応答 f = 20kHz –0.16 dB

デジタルフィルタ特性
パスバンド 0.445f

S
Hz

ストップバンド 0.555f
S

Hz
パスバンド･リップル ±0.17 dB
ストップバンド･アッテネーション –35 dB
遅延時間 11.1/f

S
sec

電源供給
電源電圧 V

CC
、V

DD
2.7 3.0 3.6 VDC

V
CC
、V

DD
256f

S
、512f

S
、0℃～70℃ 2.4 3.0 3.6 VDC

電源電流 ADC、DAC動作 V
CC

 = V
DD

 = 3.0V 18 24 mA
ADC動作 V

CC
 = V

DD
 = 3.0V 12 16 mA

DAC動作 V
CC

 = V
DD

 = 3.0V 7 10 mA
ADC、DACパワーダウン(6) V

CC
 = V

DD
 = 3.0V 50 µA

消費電力　　ADC、DAC動作 V
CC

 = V
DD

 = 3.0V 54 72 mW
ADC動作 V

CC
 = V

DD
 = 3.0V 36 48 mW

DAC動作 V
CC

 = V
DD

 = 3.0V 21 30 mW
ADC、DACパワーダウン(6) V

CC
 = V

DD
 = 3.0V 150 µW

温度範囲
動作 –25 +85 ℃
保存 –55 +125 ℃
熱抵抗θ 

JA
100 ℃/W

注：(1)ピン7､8､17､18：PDAD､PDDA､DEM1､DEM0(シュミット･トリガ入力、100kΩ標準プルダウン抵抗)  (2)ピン9､10､11､15：SYSCK､LRCIN､BCKIN､DIN(シュ
ミット･トリガ入力)  （3）ピン12：DOUT   （4） fin = 1kHz、オーディオ･プレシジョン社のシステムⅡを使用、RMSモード、20kHz LPF、400Hz HPF。(5) fout =
1kHz、オーディオ･プレシジョン社のシステムⅡを使用、RMSモード、20kHz LPF、400Hz HPF。(6)SYSCK、BCKIN、LRCINは停止。
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絶対最大定格

電源電圧+VDD .................................................................................... +6.5V
+VCC1 .................................................................................. +6.5V
+VCC2 .................................................................................. +6.5V

電源電圧差 .........................................................................................±0.1V
GND電圧差 ........................................................................................±0.1V
デジタル入力電圧 ............................................................ –0.3～VDD +0.3V
アナログ入力電圧 ............................................................ –0.3～VCC +0.3V
入力電流(電源､グランドを除く) ......................................................±10mA
許容電力.......................................................................................... 300mW
動作温度............................................................................... –25℃～+85℃
保存温度............................................................................. –55℃～+125℃
リード温度（半田付け）......................................................... +260℃(5秒間)
パッケージ表面温度（リフロー）......................................... +235℃(10秒間)

ピン配置ピン構成

ピン番号 名称 IN/OUT 説明

1 VCC1 — ADC部アナログ電源
2 VCC1 — ADC部アナログ電源
3 VINR IN Rchアナログ入力
4 VREF1 — 基準電圧1
5 VREF2 — 基準電圧2
6 VINL IN Lchアナログ入力
7(1)(2) PDAD IN ADC部パワーダウン、この端子はアクティ

ブ “L” です。
8(1)(2) PDDA IN DAC部パワーダウン、この端子はアクティ

ブ “L” です。
9(2) SYSCK IN システム･クロック入力、256fS、384fS、

512fS
10(2) LRCIN IN サンプリング･クロック入力
11(2) BCKIN IN ビット･クロック入力
12 DOUT OUT オーディオデータ出力
13 DGND — デジタル･グランド
14 VDD — デジタル電源
15(2) DIN IN オーディオデータ入力
16 NC – 未接続
17(1)(2) DEM1 IN ディエンファシス制御1
18(1)(2) DEM0 IN ディエンファシス制御0
19 VOUTL OUT Lchアナログ出力
20 VOUTR OUT Rchアナログ出力
21 VCOM — アナログ入出力アンプ･コモン
22 AGND — アナログ･グランド
23 NC — 未接続
24 VCC2 — DAC部アナログ電源

注：（1）内部でプルダウンされています（プルダウン抵抗：100Ω（標準））。
（2）シュミット･トリガ入力。

1 VCC1 24VCC2

2 VCC1 23NC

3 VINR 22AGND

4 VREF1 21VCOM

5 VREF2 20VOUTR

6 VINL 19VOUTL

7 PDAD 18DEM0

8 PDDA 17DEM1

9 SYSCK 16NC

10 LRCIN 15DIN

11 BCKIN 14VDD

12 DOUT 13DGND

PCM3006

パッケージ情報/ご発注の手引き(1)

モデル パッケージ 温度範囲

PCM3006T 24ピン･プラスチックTSSOP －25℃～+85℃

注：(1)詳細図および寸法表は、データシートの巻末を参照して下さい。
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代表的性能曲線
対電源電圧特性の2.4V～2.7V区間については、256fSに対する特性です。

DAC部

THD + N対周囲温度
VCC = VDD = 3.0V、fS = 44.1kHz、fSYSCK = 384fS、fSIGNAL = 1kHz

THD + N対電源電圧
TA = +25℃、fS = 44.1kHz、fSYSCK = 384fS、fSIGNAL = 1kHz

ダイナミック･レンジ、S/N比対動作条件
TA = 25℃、VCC = VDD = 3.0V、fSIGNAL = 1kHz

ダイナミック･レンジ、S/N比対電源電圧
TA = +25℃、fS = 44.1kHz、fSYSCK = 384fS、fSIGNAL = 1kHz

ダイナミック･レンジ、S/N比対周囲温度
VCC = VDD = 3.0V、fS = 44.1kHz、fSYSCK = 384fS、fSIGNAL = 1kHz
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代表的性能曲線
対電源電圧特性の2.4V～2.7V区間については、256fSに対する特性です。

ADC部

周囲温度(℃)周囲温度(℃)

THD + N対周囲温度
VCC = VDD = 3.0V、fS = 44.1kHz、fSYSCK = 384fS、fSIGNAL = 1kHz

THD + N対電源電圧
TA = +25℃、fS = 44.1kHz、fSYSCK = 384fS、fSIGNAL = 1kHz

電源電圧(V)

THD + N対動作条件
TA = +25℃、VCC = VDD = 3.0V、fSIGNAL = 1kHz

ダイナミック･レンジ、S/N比対動作条件
TA = +25℃、VCC = VDD = 3.0V、fSIGNAL = 1kHz

ダイナミック･レンジ、S/N比対電源電圧
TA = +25℃、fS = 44.1kHz、fSYSCK = 384fS、fSIGNAL = 1kHz

電源電圧(V)

ダイナミック･レンジ、S/N比対周囲温度
VCC = VDD = 3.0V、fS = 44.1kHz、fSYSCK = 384fS、fSIGNAL = 1kHz
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代表的性能曲線
対電源電圧特性の2.4V～2.7V区間については、256fSに対する特性です。

電源電流

ICC +I DD対周囲温度
VCC = VDD = 3.0V、fS = 44.1kHz、fSYSCK = 384fS、DIN = BPZ、VIN = BPZ

ICC + IDD対動作条件
TA = +25℃、VCC = VDD = 3.0V、DIN = BPZ、VIN = BPZ

ICC + IDD対電源電圧
TA = +25℃、fS = 44.1kHz、fSYSCK = 384fS、DIN = BPZ、VIN = BPZ

周囲温度(℃) 電源電圧(V)
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動作原理
ADC部

PCM3006のADC部は、ブロック図に示すように、リファレン
ス回路、シングルエンド入力/差動変換回路、5次∆Σモジュレー
タ、デシメーションフィルタ、ローカットフィルタ等により構成
されています。高精度基準電圧源は、ADC部に必要な基準電圧を
供給すると同時にアナログ入力電圧範囲を決定します。
PCM3006のADC部は、広いダイナミック･レンジと優れた電源変
動除去比を得るために完全差動回路で構成されています。このた
め、シングルエンド入力/差動変換回路を内蔵し、最少の外付け
部品で高性能を実現しています。図1に5次∆Σ変調器のブロック
図と伝達関数を示します。

5次∆Σ変調器は、5個の差動回路構成スイッチト･キャパシタ方
式積分器、比較器、1ビットD/Aコンバータから構成されてお
り、高次∆Σ変調器を用いて変調器出力データに特定の周期のパ
ターンが発生しないようにしています。この∆Σ変調器は64fSで動
作し、出力された1ビット･データは次段の20ビット･デシメー
ションフィルタによって64fSまでの周波数成分を除去されます。
このように高次アンチ･エリアスフィルタが不要になるため1次ア
ンチ･エリアスフィルタを内蔵しています。また、IC内部で発生
するオフセットを除去するため、カットオフ周波数(–3dB)が
0.8Hz（fS =  44.1kHz）のデジタル･ローカットフィルタを内蔵して
おり、外部でキャリブレーションを行う必要はありません。

図1. ADC部∆Σ変調器のブロック図

DAC部∆Σセクションの動作原理

PCM3006のDAC部∆Σセクションでは、振幅方向に5レベルの
分解能を持つ5レベル量子化器を用いて5レベルの∆Σ変調を行い
ます。デジタルフィルタでオーバー･サンプリングされた21ビッ
トのデータは、∆Σ変調された5レベル(0、1、2、3、4)信号に変換
されます。図2にこの5レベル∆Σ変調器のブロック図を示しま
す。次数は3次としていますが、一般的な1ビット(2レベル)の∆Σ

変調に比べて、系の安定性および耐ジッタ性能に優れています。

デジタルフィルタ部と変調部との総合オーバー･サンプリング･
レートは64fSとなっています。一般的な変調では、次数を高くす
ると系が不安定になる問題がありますが、PCM3006では5レベル
変調および系全体の位相補償により優れた安定性を得ています。
図3に∆Σ変調後の量子化雑音レベルの理論スペクトル特性(fS =
44.1kHz、システム･クロック = 256fS、信号周波数fsig = 1kHz)を
示します。PCM3006では、5レベル変調により、オーディオ帯域
において–120dB以上量子雑音を抑制しています。

ANALOG IN
X(z)

1'st SW-CAP
INTEGRATOR

2'nd SW-CAP
INTEGRATOR

3'rd SW-CAP
INTEGRATOR

4'th SW-CAP
INTEGRATOR

5'th SW-CAP
INTEGRATOR

1 BIT DAC

Qn(z)

DIGITAL OUT
Y(z)

H(z)
COMPARATOR

Y(z) = STF(z)＊X(z) + NTF(z)＊Qn(z)
Signal Transfer Function
Noise Transfer Function

STF(z) = H(z) / [1+H(z)]
NTF(z) = 1 / [1+H(z)]

+

–

+

+ + + + + + + +

– + –
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マルチレベルΔΣの耐ジッタ特性

PCM3006は、5レベル量子化器の使用により、他の一般的な1
ビットDACに比べてシステム･クロックのジッタ耐量に優位性を
持っています。図4にシミュレーションによるジッタ量対ダイナ
ミック･レンジの比較データを示します。

図2. 5レベル変調器のブロック図

図4. ジッタ量対ダイナミック･レンジ･シミュレーション･データ

図3. 量子化器雑音特性
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オーディオデータ･インターフェース
　PCM3006は、LRCIN(ピン10)、BCKIN(ピン11)、DIN(ピン
15)、DOUT(ピン12)により外部システムとインターフェースし
ます。入出力フォーマットは、ADC出力に対し16ビットMSB
ファースト前詰め、DAC入力に対し16ビットMSBファースト後

図5. 入出力タイミング規定

詰めをサポートします。オーディオデータ･フォーマットとタイ
ミング規定を図5および図6に示します。PCM3006は3種類の
BCKINとLRCINの組み合わせ、64､48､32BCKIN/LRCKをサポー
トしています。

LRCIN

BCKIN

DIN

DOUT

tLRP

tBCH tBCL

tBCY
tDIS

tBDO

tDIH

tLDO

tBL tLB

0.5VDD

0.5VDD

0.5VDD

0.5VDD

BCKIN  パルス周期 tBCY 300ns (min)
BCKIN  パルス幅Hレベル tBCH 120ns (min)
BCKIN  パルス幅Lレベル tBCL 120ns (min)
ラスト  BCKIN↑エッジ→LRCINエッジ tBL 40ns (min)
LRCIN  エッジ→ファーストBCKIN↑エッジ tLB 40ns (min)
LRCIN  パルス幅 tLRP tBCY (min)
DIN  セットアップタイム tDIS 40ns (min)
DIN  ホールドタイム tDIH 40ns (min)
DOUT  ディレイタイム→BCKIN↓エッジ tBDO 40ns (max)
DOUT  ディレイタイム→LRCINエッジ tLDO 40ns (max)

立ち上がり時間（全信号） tr 20ns (max)
立ち下がり時間（全信号） tr 20ns (max)

図6. オーディオデータ入出力フォーマット

16 1 2 3

MSB

14 15 16

LSB

DIN

BCKIN

LRCIN

DAC : 16ビット、MSBファースト  後詰め

1 2 3

MSB

14 15 16

LSB

Lch Rch

11 2 3

MSB

14 15 16

LSB

DOUT

BCKIN

LRCIN

ADC : 16ビット、MSBファースト  前詰め

1 2 3

MSB

Lch Rch

14 15 16

LSB
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図9. 外部リセット･タイミング

PDAD & PDDA

内部リセット�

システム･クロック�
1 2 1024

リセット期間�

Trst

リセット解除�

0.5VDD

Trst 40ns (MIN)

システム･クロック
PCM3006のシステム･クロックは、256fS、384fS、 512fSのいず
れにも対応可能で、内部にfS自動判別機能を有しているため、外
部からの256fS/384fS/512fSの選択制御は必要ありません。また、
384fS、512fS時には256fSに分周され、デジタルフィルタやモジュ

レータのクロックになります。システム･クロックはSYSCK(ピン
9)に入力します。システム･クロックとLRCINクロック（基準サン
プリング･レート）は同期をとる必要がありますが、位相を正確に
合わせる必要はありません。サンプリング周波数とシステム･ク
ロック周波数との関係、システム･クロックのタイミング規定を
表Ⅰおよび図7に示します。

図7. PCM3006システム･クロック･タイミング規定

表Ⅰ. システム･クロックとサンプリング･クロック

システム･クロック周波数(MHz)

サンプリング･レート周波数(kHz) 256fS 384fS 512fS

32.0 8.1920 12.2880 16.3840
44.1 11.2896 16.9344 22.5792
48 12.2880 18.4320 24.5760

リセット･オペレーション
PCM3006には、次に示す内蔵のパワーオン･リセットと外部制
御によるリセットがあります。これらのリセット機能は内部動作
に対しては共通になっており、同じ働きをします。
電源電圧が2.2V(標準)以下の場合、およびリセット期間中
のDACアナログ出力はGNDレベルに固定され、ADCデジタ
ル出力はゼロデータを出力します。リセット解除後、DAC出
力はtDACDLY1(16384/fS)間BPZ(0.5VCC)を出力し、ADC出力は
tADCDLY1(18432/fS)間はゼロデータを出力します。ADC部では
この後デジタル･ローカットフィルタの過渡応答（時定数
200ms）が現れます。

パワーオン･リセット

内蔵のパワーオン･リセットは電源電圧を検知して自動的に行
われます。電源投入後、電源電圧が標準2.2V(2.0Vから2.4V)を超
えると、リセット動作になり、システム･クロックを1024クロッ
ク分カウントした後にリセットを解除します。パワーオン･リ
セット使用時にはPDAD(ピン7)とPDDA(ピン8)をHレベルとし
ます。

外部リセット

PDAD(ピン7)とPDDA(ピン8)を同時に一定期間Lレベルにする
ことにより、外部からリセットをかけることができます。端子入
力がLからHに変化した後、パワーオン･リセットと同様に1024シ
ステム･クロックのカウント後、リセット解除となるまでの間は
リセット期間となります。

図8. パワーオン･リセット･タイミング

tSCKH 1/(256fS,384fS or 512fS)tSCKL

0.7VDD

0.3VDD

“H”

“L”

 パルス幅　　 Hレベル　 tSCKH  12ns  (min)
 パルス幅　　 Lレベル tSCKL  12ns  (min)

SYSCK

VCC, VDD
0V

内部リセット�

システム･クロック�
�

2.2V (2.0V ～2.4V)

リセット解除�リセット期間�

1 2

1024システム･クロック�

1024
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外部システムとの同期動作
PCM3006は、LRCINクロック（基準サンプリング･レートfS）と
システム･クロック(256/384/512fS)との同期関係を常時内部でモ
ニタしています(リセット時を除く)。LRCINクロックの1サイク
ル（1/fS）の間に256、384、512のシステム･クロックがあれば同期
関係は成立します。この同期関係がずれた場合の動作は次のよう
になります。

1/fS期間以内の同期ズレ

1LRCINクロック･サイクル（1/fS）の間だけ瞬時にシステム･ク
ロックが255(256fSに対し)、385(384fSに対し)、511(512fSに対し)
クロックになった場合、このシステム･クロックのズレ時間が±5
ビット･クロック(BCKIN)期間内であれば、正常動作を保ちま
す。ズレ時間が±6ビット･クロック期間を超えると同期外れ状態
となります。

fSが変化する場合の同期ズレ

fSが32kHzから48kHzに変化する場合等でLRCINクロックとシ
ステム･クロックの同期が1/fS期間以上ズレた場合は同期外れ状態
となります。

同期外れ時のDAC

同期状態から同期外れ状態になると1/fS期間はDAC出力は不定
となり、その後0.5VCC(BPZ)を出力します。また、同期外れ状態
から同期状態になった場合、tDACDLY2(32/fS)期間DAC出力は
0.5VCC(BPZ)となり、その後正常出力となります。

同期外れ時のADC

同期状態から同期外れ状態になると、1/fS期間はADC出力は不
定となり、その後ゼロデータを出力します。また、同期外れ状態
から同期状態になった場合、tADCDLY2(32/fS)期間ADC出力はゼロ
となり、その後データを出力します。この場合、デジタル･ロー
カットフィルタの過渡応答が現れますのでシステム上で問題のあ
る場合は、この部分のデータを考慮した処理を行ってください。

図10. リセットおよびパワーダウンに対するADC/DAC出力

図11. 同期外れ時のADC/DAC出力

データが不定の間、オーディオ信号にノイズが発生することが
あります。また通常状態からデータ不定状態、あるいはゼロデー
タから通常状態への遷移は、アナログおよびデジタル信号に不連
続を生じ、それがオーディオ信号にノイズを発生させることがあ
ります。

動作モードの説明
PCM3006はPDAD、PDDA、DEM0、DEM1の各端子でパワー
ダウンとディエンファシス制御を行うことができます。

同期

正常同期 同期外れ 正常同期

DAC出力

ADC出力

正常出力 不定

正常出力 不定

VCOM (0.5VCC) 正常出力

正常出力(1)

1/fS tADCDLY2(32/fS)

tDACDLY2(32/fS)
ゼロ

(1)この期間の開始時にデジタル･ローカットフィルタの過渡応答(±0.2% of FSR
の初期値から時定数200msで指数関数的に減衰)が現われます。

リセット
パワーダウン

通常データ(1)

DAC出力

ADC出力

BPZ
(0.5VCC) 正常出力

tDACDLY1
(16384/fS)

リセット
パワーダウン

GND

ゼロデータ

リセット/パワーダウン解除

tADCDLY1
(18432/fS)

注：(1) 最初、デジタル･ローカットフィルタの過渡応答(±0.2% of FSRの
初期値から時定数200msで指数関数的に減衰)が出力されます。

DEM1(ピン17) DEM0(ピン18) ディエンファシス 周波数

0 0 ON 44.1kHz

0 1 OFF －

1 0 ON 48.0kHz

1 1 ON 32.0kHz

ディエンファシス制御

パワーダウン制御

PDAD(ピン7)、PDDA(ピン8)をLレベルにすることで、パワー
ダウン･モードに入ります。このとき、ADCの出力データはゼロ
データに、DACの出力はGNDレベルに固定されます。また、
PDAD、PDDAを同時にLレベルにすることでリセット制御を行
うことができます。パワーダウン制御によるADC/DAC出力の応
答を図10に示します。

PDAD(ピン7) PDDA(ピン8) パワーダウン

0 0 ADC/DACパワーダウン(リセット)

0 1 ADCパワーダウン

1 0 DACパワーダウン

1 1 ADC/DAC正常動作

　PCM3006は、DEM0(ピン18)、DEM1(ピン17)でDACのディ
エンファシス制御を行うことができます。
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アナログフィルタ特性
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基本接続回路例
図12にPCM3006の接続例を示します。この例ではVCC1、
VCC2、VDDを共通電源とし、ノイズの少ないアナログ電源から供
給しています。別電源で使用する場合には、各電源端子の電位差
を±0.1V以下として下さい。外付け部品等は可能な限り端子の近

くに最短距離で接続してください。本データシートに記載されて
いるDAC部のダイナミック特性を得るためには20kHz帯域制限し
なければなりません。

図12. 回路接続例

注：(1)0.1µFセラミックと10µFタンタルによるバイパス･コンデンサ。電源の品質やパターンレイアウトにより調整して下さい。(2)4.7µFのコンデンサは電源投
入時、パワーダウン解除時に時定数30ms(4.7µF × 6.4kΩ)に対応したセトリング時間を必要とします。（3）1µFのコンデンサは、カットオフ周波数5.3Hz（τ = 1µF
× 30kΩ）の入力HPFを構成し、電源投入時およびパワーダウン解除時に時定数30msに対応したセトリング時間を必要とします。（4）4.7µFのコンデンサは、次段
のインピーダンスによりHPFを構成します。
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パターンレイアウト上の注意
電源端子（VCC1、VCC2、VDD）

デジタル電源は、デジタル･グランドに対し、アナログ電源は
アナログ･グランドに対し最短距離で0.1µF程度のセラミック･コ
ンデンサと10µF程度の電解コンデンサを接続し、ノイズの少な
い電源を供給してください。また、ラッチアップ等を防ぐため、
共通電源を推奨します。

グランド

PCM3006の内部では、デジタル－アナログ間の影響を避け最
良の特性を得るため、アナログ部とデジタル部のグランドを分離
しています。デジタル、アナログの各グランド端子はICの直下の
できるだけ低インピーダンスのグランドに共通接続してくださ
い。デジタルノイズによるアナログ･グランドへの影響を避ける
ためにグランドを分離する場合は、電位差を±0.1V以下としてく
ださい。

VIN端子

アナログ･フロント･エンド部のアンプの非反転入力端子が基準
電圧にバイアスされているため、1µFのコンデンサでACカップル
して使用することを推奨します。VIN端子の入力インピーダンス
が30kΩなので、1µFのコンデンサを使用した場合、カットオフ周
波数5.3Hzのハイパスフィルタを構成しますので容量の選択に注
意してください。

VREF端子

VREF端子は、ADC部の基準電圧となるため4.7µF(標準)タンタ
ル･コンデンサをそれぞれVREF1、VREF2端子とAGND間に最短距離
で接続してください。

VCOM端子

VCOM端子はADC部入力アンプ、およびDAC部出力アンプのコ
モンであり、4.7µF程度のタンタル･コンデンサをAGND間に最短
距離で接続します。

システム･クロック

PCM3006は、システム･クロックをもとに内部動作を行ってお
り、システム･クロックのデューティ、ジッタ等の品質がダイナ
ミック特性に影響を与えることがあります。できるだけ高品位の
クロックをSYSCKピンから入力することで、ダイナミック特性
を最大限に引き出せます。また、PCM3006は、ADC、DACとも
にダイナミック回路を使用しているため、ADCおよびDACがと
もにパワーダウン状態にある場合を除き、電源が供給されている
限りSYSCK、BCKIN、LRCINは供給しなければなりません。
BCKIN、LRCINが供給されない状態では “同期外れ”、SYSCKが
供給されない状態では “リセット” の動作になります。

リセット･コントロール

VREF端子、VCOM端子のコンデンサ容量を22µF以上にする場合
は、VREF}、VCOMの各端子の立ち上がり時間が遅くなりますので内
部が安定になる前にパワーオン･リセットが完了することがあり
ます。このような場合には外部リセットを使用してください。

外部ミュート

パワーダウンON/OFF制御時のクリック･ノイズ(DAC出力の
DCレベル変動により発生)を抑えるためには、外部回路による
ミュートが必要です。外部ミュートON、コーデック･パワーダウ
ンON、必要な場合は、SYSCK停止－再開、コーデック･パワー
ダウンOFF、外部ミュートOFFとするコントロール･シーケンス
が推奨されます。
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MILLIMETERS
DIM MIN TYP MAX
A 1.05 1.25 1.45
A1 0.05 0.10 0.15
A2 — 1.15 —
b 0.19 0.22 0.30
b1 0.19 0.20 0.25
c 0.09 — 0.20
c1 0.09 — 0.16
D 7.70 7.80 8.20
E 7.40 7.60 7.80
E1 — 5.60 6.00
e — 0.65BSC —
L 0.30 0.50 0.70
R 0.09 — —
θ 0˚ — 10˚

外観
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